
フィルム・シート・紙加工機多様なニーズに応える
小
林
製
作
所

　
小
林
製
作
所
が
開
発
し
た
塗
工
機
「
Ｄ
Ｍ
コ
ー

タ
」
は
、
独
自
の
「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
タ
リ
ン
グ

Ｄ

Ｍ

」
技
術
が
特
徴
。
細
線
バ
ー
で
計
量
し
、
直
接

塗
工
す
る
方
式
を
確
立
し
、
超
薄
膜
塗
工
を
実
現
し

た
。

　
光
学
系
フ
ィ
ル
ム
の
フ
ィ
ル
ム
加
工
メ
ー
カ
ー
か

ら
は
「
塗
料
や
揮
発
溶
剤
の
削
減
」
「
薄
塗
り
塗
工

を
実
現
し
た
い
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
年
々
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
０
・
０
２
５

の
極
細
線
ワ

イ
ヤ
バ
ー
や
バ
ー
コ
ー
タ
試
験
機
も
そ
ろ
え
て
い

る
。
今
後
も
顧
客
の
問
題
解
決
に
有
効
な
機
器
を
開

発
し
て
い
く
方
針
だ
。

野
口
工
機

　
野
口
工
機
は
１
９
６
２
年
に
創
業
し
、
メ
ッ
キ
加

工
で
産
業
界
に
貢
献
し
て
い
る
。

年
に
三
興
機
械

と
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
ぎ
、
精
密
研
削
分

野
に
進
出
。
長
年
の
研
究
と
蓄
積
し
た
技
術
で
開
発

し
た
円
筒
研
削
鏡
面
仕
上
げ
機
は
、
各
方
面
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
同
社
最
新
の
円
筒
鏡
面
仕
上
げ
機
「
Ｓ
Ｍ
―
２
Ｃ

Ｆ
―
特
型
」
は
特
許
出
願
済
み
の
自
動
デ
ジ
タ
ル
切

り
込
み
機
構
を
搭
載
。
２
ヘ
ッ
ド
方
式
と
ロ
ー
ル
外

径
自
動
測
定
装
置
で
作
業
効
率
が
向
上
し
た
。
研
磨

条
件
の
登
録
に
よ
る
運
転
作
業
の
標
準
化
と
安
定
し

た
機
構
に
よ
る
時
間
短
縮
を
実
現
し
て
い
る
。

オ
ー
エ
ム
ヒ
ー
タ
ー

　
オ
ー
エ
ム
ヒ
ー
タ
ー
は
主
力
製
品
の
「
シ
リ
コ
ン

ラ
バ
ー
ヒ
ー
タ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
各
種
ヒ
ー

タ
ー
を
手
が
け
る
専
門
メ
ー
カ
ー
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
を
得
意
と
し
て
お
り
、
単
品
で
も
短
納
期
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ヒ
ー
タ
ー
用
温
度
調
節
器
「
デ
ジ
サ
ー
モ
Ｏ
Ｔ
―

９
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
を
発
売
。
最
大

個
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

加
温
時
間
と
温
度
を
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
。
ア
ク
リ
ル
樹
脂
や
熱
硬
化
性
樹
脂
な
ど
、
き
め

細
か
な
温
度
管
理
が
必
要
な
被
加
熱
物
に
対
し
効
果

を
発
揮
。
複
数
の
製
品
管
理
に
も
対
応
し
、
省
人
化

に
も
貢
献
す
る
。

　
女
流
理
系
漫
画
家
「
は
や
の
ん
」
さ
ん
の
「
キ
ラ
リ

研
究
開
発
」
は
次
回
１
月

日
に
掲
載
予
定
で
す
。

日
本
人
の
宇
宙
活
動

Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
４
人
に
有
人
探
査
目
標
定
ま
ら
ず

検証２０１２

Ｉ
Ｓ
Ｓ
滞
在
中
、船

外
活
動
の
準
備
を
行

う
星
出
宇
宙
飛
行
士

月
１
日
、Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
／
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
提

供

　
元
宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛

さ
ん
が
日
本
人
と
し
て
初
め

て
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に

搭
乗
し
、
宇
宙
へ
飛
び
立
っ

て
か
ら
今
年
で

周
年
。
日

本
の
宇
宙
開
発
は
物
資
輸
送

船
「
こ
う
の
と
り
」
の
実
用

化
や
、
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
」
が
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か

ら
地
球
に
試
料
を
持
ち
帰
る

な
ど
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

た
だ
日
本
独
自
の
有
人
飛
行

へ
の
目
標
は
定
ま
ら
ず
、
本

格
的
な
有
人
活
動
は
足
踏
み

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
日
本
は
こ
の

年
間
、
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構

Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ

の
前
身
を
含
め
て

飛
行
士
８
人
が
宇
宙
飛
行
を

果
た
し
た
。
日
米
欧
な
ど
に

よ
る
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

Ｉ
Ｓ
Ｓ

が
２
０
１
１

年
に
完
成
し
、
日
本
実
験
棟

「
き
ぼ
う
」
も
設
置
さ
れ

た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
日
本
人
飛

行
士
の
長
期
滞
在
は
、

月

に
４
カ
月
間
の
任
務
を
終
え

て
帰
還
し
た
星
出
彰
彦
さ
ん

を
含
め
て
４
人
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
建
設
・
運
用
に

は
日
本
だ
け
で
７
０
０
０
億

円
以
上
の
資
金
を
注
ぎ
込

み
、

年
か
ら
本
格
的
な
宇

宙
実
験
も
始
ま
っ
て
い
る

が
、
巨
費
に
見
合
う
効
果
は

ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、

昨
年
の
シ
ャ
ト
ル
退
役
後
、

唯
一
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
大
型
機
材

を
運
べ
る
「
こ
う
の
と
り
」

や
、
こ
の
輸
送
船
を
打
ち
上

げ
る
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
「
Ｈ
２

Ｂ
」
、
さ
ら
に
打
ち
上
げ
成

功
率

％
超
を
達
成
し
た
国

産
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
「
Ｈ
２

Ａ
」
な
ど
、
日
の
丸
・
宇
宙

機
は
世
界
最
高
水
準
の
信
頼

性
を
確
保
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が

月
に
都
内

で
開
い
た
「
国
際
宇
宙
探
査

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
日
本

独
自
の
有
人
宇
宙
探
査
に
つ

い
て
、
有
識
者
ら
に
よ
る
討

論
会
を
実
施
し
た
。
西
本
淳

哉
内
閣
府
宇
宙
戦
略
室
長
は

「
日
本
は
人
命
を
賭
し
て
有

人
探
査
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
社
会
の
受
容
性
は
な
い
」

と
指
摘
。
こ
れ
に
対
し
て
青

木
節
子
慶
応
義
塾
大
学
教
授

は
「
有
人
探
査
は
人
間
の
本

質
。
日
本
は
そ
の
一
翼
を
担

う
べ
き
だ
」
と
反
論
す
る
な

ど
意
見
が
分
か
れ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
宇
宙
政
策

の
基
本
方
針
と
な
る
次
期
宇

宙
基
本
計
画

―

年

度

の
素
案
が
ま
と

ま
り
、

年
度
内
に

策
定
さ
れ
る
。
素
案

で
は
予
算
不
足
も
あ

っ
て
、

年
以
降
の

Ｉ
Ｓ
Ｓ
予
算
を
圧
縮

す
る
な
ど
、
現
行
計

画
よ
り
も
後
退
の
感
が
ぬ

ぐ
え
な
い
。

　

年
代
半
ば
ま
で
に
有
人

火
星
探
査
に
果
敢
に
挑
む
米

国
の
よ
う
に
、
日
本
も
意
欲

的
な
宇
宙
開
発
目
標
を
定
め

る
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　

コ
メ
液
体
化
、
食
材
に
乳
製
品
代
替
食
を
試
作

　
筑
波
大
学
、
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
明
治
は
コ
メ
を
液
体
化
し
た
食
材
「
ラ
イ
ス
ス
ラ
リ

ー
」
を
開
発
、
実
用
化
に
め
ど
を
付
け
た
。
主
食
用
と
異
な
る
高
た
ん
ぱ
く
質
・
巨
大
胚
芽
の
品
種
や
低

コ
ス
ト
栽
培
を
導
入
。
湿
式
石
臼
装
置
で
液
体
化
し
、
５
０
０

当
た
り
１
０
０
円
で
生
産
で
き
る
見

込
み
。
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
の
乳
幼
児
も
食
べ
ら
れ
る
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品

代
替
食
を
試
作
。
明
治
が
製
品
化
の
検
討
を
始
め
た
。

筑波大など

最
高
強
度
の
Ｘ
線
レ
ー
ザ
ー
米
の
１
．
５
倍
実
現
高
輝
度
セ
ン
タ
ー

　　 ２０１２年 平成２４年 １２月１７日 月曜日 　　 （ ）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

試
作
例

筑
波
大

学
提
供

養
殖
マ
グ
ロ
の
幼
魚

自
然
環
境
下
で
捕
食

近
畿
大
水
産
研
が
確
認

　
【
東
大
阪
】
近
畿
大
学
水

産
研
究
所

和
歌
山
県
白
浜

町

は
、
自
然
環
境
下
に
放

流
し
た
完
全
養
殖
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
幼
魚
「
ヨ
コ
ワ

写

真
」
が
自
然
環
境
下
で
餌
を

捕
食
し
て
生
存
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

月
に
同
県

串
本
町
の
い
け
す
か
ら
１
８

６
２
尾
を
放
流
。
自
力
で
餌

を
捕
食
し
な
け
れ
ば
餓
死
す

る
と
さ
れ
る
期
間
の

日
を

経
過
し
た
後
、
三
重
県
と
和

歌
山
県
の
沿
岸
で
２
尾
が
捕

獲
さ
れ
、
各
個
体
に
付
け
た

標
識
を
回
収
し
た
。
完
全
養

殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
自
然
環
境

へ
放
流
す
る
実
験
は
世
界
で

初
め
て
。

　
完
全
養
殖
マ
グ
ロ
は
、
人

工
ふ
化
し
た
マ
グ
ロ
が
産
ん

だ
卵
を
も
う
一
度
人
工
的
に

ふ
化
さ
せ
た
マ
グ
ロ
の
こ
と

で
、
自
然
界
に
放
流
し
て
繁

殖
で
き
れ
ば
資
源
の
回
復
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
特
定
の
遺
伝
子
を
持

つ
マ
グ
ロ
の
み
が
繁
殖
し
て

遺
伝
的
な
多
様
性
が
減
少
す

る
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

　
天
然
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
放
流

実
験
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
完

全
養
殖
マ
グ
ロ
の
回
遊
経
路

や
生
態
を
解
明
す
る
な
ど
、

さ
ら
に
研
究
を
重
ね
る
必
要

が
あ
る
。
た
だ
、
近
畿
大
は

「
資
金
的
に
厳
し
い
た
め
単

独
で
研
究
を
続
け
る
の
は
難

し
い
」

宮
下
盛
水
産
研
究

所
所
長

と
し
て
、
国
や
水

産
庁
な
ど
か
ら
資
金
的
援
助

を
得
た
い
考
え
を
示
し
た
。

　
こ
れ
は
玄
米
の
胚
芽
や
ぬ

か
を
含
む
コ
メ
に
水
を
加
え

て
粉
砕
し
た
も
の
。
原
料

は
、
主
食
以
外
の
目
的
で
稲

作
を
推
進
し
て
い
る
新
規
需

要
米
と
位
置
づ
け
る
。
産
学

官
連
携
で
、
農
林
水
産
省
の

「
新
た
な
農
林
水
産
政
策
を

推
進
す
る
実
用
化
技
術
開
発

事
業
」
で
取
り
組
ん
だ
。

　
コ
メ
生
産
は
農
業
・
食
品

産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
の

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
が
行
っ
た
。
通
常
の
倍
の

巨
大
胚
や
、
１
・
８
倍
の
収

量
の
品
種
に
着
目
。
ト
ラ
ク

タ
ー
に

幅
の
直
ま
き
機

を
付
け
、
直
ま
き
も
通
常
の

４
倍
と
効
率
化
し
た
。
味
覚

で
は
な
く
栄
養
価
を
優
先

し
、
植
え
付
け
を

粗
く
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
た
ん

ぱ
く
質
の
含
量
を

６
％
か
ら
８
％
に

高
め
た
。

　
加
工
に
関
し
て
は
、
筑
波

大
学
生
命
環
境
系
の
北
村
豊

教
授
ら
が
行
っ
た
。
収
穫
し

た
コ
メ
を
３
時
間
湿
熱
殺
菌

し
、
５
時
間
水
に
浸
し
た

後
、
金
属
製
の
石
臼
装
置
で

水
と
と
も
に
粉
砕
し
た
。
熱

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ず
に
連
続

操
作
が
で
き
る
。

　
粒
子
は

マ
イ
ク

ロ
は
１
０
０
万
分
の
１

弱

で
、
小
麦
代
替
食
材
で
使
わ

れ
て
い
る
米
粉
の
１
０
０

弱
よ
り
小
さ
い
。
乳
化
や

ポ
ン
プ
輸
送
な
ど
で
、
乳
業

系
の
製
造
設
備
を
活
用
で
き

る
ほ
か
、
発
酵
処
理
も
行
え

る
。

　
明
治
が
加
わ
っ
て
、
た
ん

ぱ
く
質
や
脂
質
が
豊
富
な
特

徴
を
生
か
し
た
飲
料
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
試
作
し
た
。
で
ん
ぷ
ん
が

入
っ
て
い
る
た
め
加
熱
に
よ

り
粘
り
が
出
て
、
乳
化
剤
が

不
要
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
よ
り

味
覚
重
視
の
場
合
は
牛
乳
と

混
合
使
用
す
る
。

　
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
湯
本
博
勝
研
究
員
ら

の
研
究
チ
ー
ム
は
、
Ｘ
線
自

由
電
子
レ
ー
ザ
ー

Ｘ
Ｆ
Ｅ

Ｌ

施
設
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」

兵
庫
県
佐
用
郡

で
、
世

界
で
最
高
強
度
の
Ｘ
線
レ
ー

ザ
ー
を
実
現
し
た
。
Ｘ
Ｆ
Ｅ

Ｌ
を
集
光
す
る
光
学
素
子
を

開
発
し
、
ビ
ー
ム
サ
イ
ズ
を

マ
イ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル

マ
イ

ク
ロ
は
１
０
０
万
分
の
１

に
絞
っ
て
強
度
を
４
万
倍
に

し
た
。
た
ん
ぱ
く
質
１
分
子

の
構
造
を
瞬
時
に
捉
え
ら
れ

る
超
高
分
解
能
顕
微
鏡
の
実

現
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

　
今
回
達
成
し
た
強
度
は
、

こ
れ
ま
で
最
高
強
度
を
誇
っ

て
い
た
米
国
の
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
施

設
の
１
・
５
倍
。
原
子
レ
ベ

ル
で
凹
凸
を
制
御
し
た
集
光

鏡
を
開
発
し
、
１

の
ビ

ー
ム
サ
イ
ズ
を
実
現
し
た
。

集
光
鏡
の
材
料
は
石
英
ガ
ラ

ス
で
表
面
を
カ
ー
ボ
ン
で
覆

っ
た
も
の
。
集
光
鏡
は
１
年

前
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
単
細
胞
生
物
や
複
合
た

ん
ぱ
く
質
を
対
象
に
し
た
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
１
分
子
サ
イ
ズ
の

現
象
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
集
光

し
て
ビ
ー
ム
を
ナ
ノ
サ
イ
ズ

ナ
ノ
は

億
分
の
１

に

す
る
研
究
を
進
め
る
。

　
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
は
強
度
が
大
き

く
、
虫
眼
鏡
の
よ
う
な
屈
折

レ
ン
ズ
で
は
破
壊
さ
れ
て
し

ま
う
。
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
に
当
た
っ

て
も
安
定
し
て
集
光
で
き
る

光
学
素
子
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。

　
◆
改
組

周
年
シ
ン
ポ

　
東
京
農
工
大
学
工
学
部
　

日

時
か
ら
東
京
都
小
金

井
市
の
同
大
小
金
井
キ
ャ
ン

パ
ス
講
義
棟
で
、
「
改
組

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
く
。
講
演
者
は
す
べ
て

同
大
卒
業
生
。
真
行
寺
茂
夫

カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ
副

社
長
に
よ
る
自
動
車
技
術
者

に
関
す
る
特
別
講
演
の
ほ

か
、
田
口
朋
之
横
河
電
機
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本
部
セ
ン
シ

ン
グ
研
究
所
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
ら
に
よ
る
講
演
が
あ
る
。

参
加
無
料
。
定
員
は
３
０
０

人
。
問
い
合
わ
せ
は
同
大
小

金
井
地
区
戦
略
企
画
室

０

４
２
・
３
８
８
・
７
９
０

５

へ
。


